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東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

 

この度の東日本大震災で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

当社は、本日、平成 23年７月 21 日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、

なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、当社の当期の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきましては

別添のとおりであります。 

 

【個 別】                 (単位：百万円・％） 

決算期 

 

項 目 

平成 23 年 10 月期 

（予想） 

平成 23 年 10 月期 

第２四半期累計期間 

（実績） 

平成 22 年 10 月期 

 

（実績） 

 構成比 前年比  構成比  構成比 

売 上 高 1,730 100.0 122.0 771 100.0 1,417  100.0 

営 業 利 益 330 19.1 105.2 92 12.0 313  22.1 

経 常 利 益 315 18.2 102.5 89 11.6 307  21.7 

当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益 209 12.1 83.4 78 10.2 250  17.6 

１株当たり当期（四半期）純利益 171 円 36 銭 
13,718 円 36 銭 

（68 円 59 銭） 

44,277 円 96 銭 

（221 円 39 銭） 

１ 株 当 た り 配 当 金 ― ― ― 

（注）１．当社は、連結財務諸表を作成しておりません。 

２．平成 22 年 10 月期（実績）及び平成 23 年 10 月期第２四半期累計期間（実績）の１株当たり当期（四半期）

純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。平成 23 年 10 月期（予想）の１株当たり当期純

利益は公募予定株式数（240,000 株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出し、オーバーアロット

メントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大 50,000 株）は考慮しておりません。 

３．平成 23 年５月１日付けで株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。そこで、当該株式分割

に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を（ ）内に記載しております。 

 

以上 
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問合せ先責任者 (役職名) 取締役管理本部本部長 (氏名) 松平 史生 (TEL)03(5805)3975 

四半期報告書提出予定日 － 配当支払開始予定日     － 

四半期決算補足説明資料作成の有無： 無  

四半期決算説明会開催の有無       :  無  
（百万円未満切捨て） 

１．平成23年10月期第2四半期の業績（平成22年 11月1日～平成23年4月 30日） 
（１）経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 

23年 10 月期第２四半期 771    －   92     － 89      － 78     － 
22年 10 月期第２四半期 －    － －     － －     －  －     － 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり 四半期純 利益 

 円   銭 円   銭 

23年 10 月期第２四半期 13,718.36 － 
22年 10 月期第２四半期 － － 

(注) 1．当社は、平成22年 10月期第２四半期においては、四半期財務諸表を作成していないため、平成22年 10月期第２四半期
の記載及び平成23年10月期第２四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。 

2．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は平成 23 年 10 月期
第２四半期会計期間において非上場であり、期中平均株価が把握できませんので、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益は記載しておりません。 

3．平成 23 年５月１日付で、普通株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。詳細については、「（ご参考）株式分
割に伴う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。 

 
（２）財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

23年 10月期第２四半期 1,707 1,110 65.0 192,509.09 
22年 10月期 1,554 1,026 66.0 179,877.62 
(参考)自己資本       23年 10月期第２四半期        1,110百万円 22年 10月期        1,026百万円 

(注)  平成 23 年５月１日付で、普通株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。詳細については、「（ご参考）株式分
割に伴う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 １ 四 半 期 末 第 ２ 四 半 期 末 第 ３ 四 半 期 末 期  末 合  計 
 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 

22年 10月期 － 0.00 － 0.00 0.00 
23年 10月期 － 0.00    
23年 10月期(予想)   － 0.00 0.00 

(注) 1．配当予想の当四半期における修正の有無：無 
2．平成 23 年５月１日付で、普通株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。詳細については、「（ご参考）株式分

割に伴う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。 
 
３．平成23年10月期の業績予想（平成22年11月1日～平成23年10月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 円   銭 

通  期 1,730    22.0  330      5.2  315      2.5 209   △16.6 171.36 
(注) 1．業績予想数値の当四半期における修正の有無：無 

2．平成 23 年 10 月期の業績予想の１株当たり当期純利益は公募予定株式数（240,000 株）を含めた予定期中平均発行済株式
数により算出し、オーバーアロットメントによる売出しに関する第三者割当増資分（最大 50,000 株）は考慮しておりま
せん。 



 

４．その他（詳細は、[添付資料]Ｐ.４「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

   （注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

   （注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理 

の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23 年 10 月期第 2 四半期 5,766 株 22年10月期 5,706 株 

② 期末自己株式数 23 年 10 月期第 2 四半期 －株 22年10月期 －株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23 年 10 月期第 2 四半期 5,746 株 22 年 10月期第２四半期 －株 

（注）平成 23 年 5 月１日付で、普通株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。詳細については「（ご参考）株式分割に伴う１株当

たり数値の遡及修正」をご覧ください。 

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手可能な情報及び合理的であると

判断される一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な重要な要素により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信[添付資

料]３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 

（ご参考）株式分割に伴う１株当たり数値の遡及修正 

当社は、平成 23 年５月１日付で株式１株につき 200 株の株式分割を行っております。当該株式分割が前事業

年度の開始の日に行われたと仮定した場合の１株当たり情報及び当事業年度の開始の日に行われたと仮定した場

合の１株当たり情報等は、以下のとおりであります。 

 

（１）１株当たり四半期純利益 

 １株当たり四半期純利益 

 円 銭 

平成23年10月期第２四半期 68.59 

 

（２）１株当たり純資産 

 １株当たり純資産 

 円 銭 

平成23年10月期第２四半期 962.55 

平成22年10月期 899.39 

 

（３）１株当たり配当金 

 １株当たり配当金 

 期末 合計 

 円 銭 円 銭 

平成22年10月期 － － 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23 年 10 月期第 2 四半期 1,153,200 株 22年10月期 1,141,200 株 

② 期末自己株式数 23 年 10 月期第 2 四半期 －株 22年10月期 －株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23 年 10 月期第 2 四半期 1,149,200 株 22 年 10月期第２四半期 －株 
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１．当四半期の業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、景気低迷からの回復の兆しが見られ、企業収益についても回復

基調にある中で、雇用情勢は高い失業率からの持ち直しの動きが見られる状況で推移しておりました。しかしなが

ら、今回の東日本大震災の影響等により状況は一転し、景気全般の自律性の低下、サプライチェーンの一部混乱に

よる生産活動の低下に加え、雇用情勢の悪化が懸念される状況になっております。先行きについては、大震災の影

響に留意しつつ、生産活動が回復していくのに伴い、海外経済の改善や各種政策効果などにより景気は持ち直すこ

とが期待されますが、電力供給の制約や原油価格の上昇などの影響により、景気が下振れするリスクが存在してお

ります。一方、世界経済は全体として回復しており、引き続き回復が続くものと想定されます。 

一方、当社の主要な事業領域である携帯電話端末市場においては、世界的にスマートフォンの出荷台数が大幅

に増加し、市場全体を牽引しております。国内では、ＳＩＭロック解除による流通形態への影響は当面軽微で推移

するとの見方がある一方で、従来型の携帯電話端末機器（フィーチャーフォン）からスマートフォンへの移行が顕

著となり、各社戦略の中心に据えられる存在となりました。それに伴い、フィーチャーフォンの出荷台数は大幅な

減少となりましたが、ネットワーク環境の充実と相まって通信機能を組み込んだ様々な機器が増加しており、ネッ

トワークサービスを中心とした新たな事業機会が出現しております。海外では、国内よりも先行してスマートフォ

ンが市場に浸透しており、出荷台数は引き続き増加傾向にあります。携帯電話端末機器メーカ各社はグローバル競

争に突入し、国内市場でも海外端末機器メーカのシェア拡大が顕著となり業界順位に変動が起きております。 

このような環境のもと、当社は独自の画像処理技術に関する各種研究開発等を推進してまいりました。特定の

ＯＳに依存しない研究開発に注力しつつ、スマートフォン市場の牽引役となったiPhoneに加えて、2010年以降から

はAndroid OS搭載端末が続々と発売され市場シュアを拡大させていることから、国内の携帯電話端末機器メーカを

中心としてAndroid OS搭載端末向けに各種製品の開発案件を複数受注しました。また、モバイル通信の高速化によ

りネットワークサーバー上でのサービス事業者を顧客とした新たな事業機会を獲得するために、基盤技術の開発に

も積極的に取り組んでおります。その中から顧客が展開するネットワークサービス向け試作開発等を獲得すること

ができました。 

一方、国内の出荷動向は昨年末までは前年と同水準にて推移していたものの、今年に入り急速に進展したスマ

ートフォンへの移行によりフィーチャーフォンの端末在庫が一時的に滞留したこと等から端末出荷台数は大幅に減

少しております。特にフィーチャーフォンの出荷台数の減少は、当社が推計した以上の速さで進行しており、携帯

電話端末機器メーカ各社のスマートフォンへの移行がより鮮明になってまいりました。 

また、カメラ等の撮像素子が高性能・高画素化し、加えて安価になっていることから、様々なデジタル機器に

カメラ機能が搭載されるようになり、当社製品の利用用途は拡大傾向にあります。当社では、当社技術及び製品を

広く普及させるためにハードウェアとの連携を図るべく既存技術のハードウェア化にも取り組んでまいりました。

当社の中期的な戦略として、国内外のスマートフォンを中心とした携帯電話端末市場への製品提供を継続するほ

か、デジタルカメラ市場やデジタルテレビなどを始めとする情報家電市場への事業領域の拡大を重点施策に位置付

けており、積極的な研究開発活動により徐々に実績を伴い始めております。 
  

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は771,949千円となりました。営業損益につ

きましては、92,253千円の営業利益、経常損益につきましては、89,468千円の経常利益となりました。四半期純損

益につきましては、法人税、住民税及び事業税の計上により、78,825千円の四半期純利益となりました。 

  

なお、売上区分別販売実績は、次のとおりです。 

売上区分別販売実績 

 

平成22年10月期 

第２四半期累計期間 

平成23年10月期 

第２四半期累計期間 
前年（通期） 

金額 

（千円） 

構成比 

（％） 

金額 

（千円） 

構成比 

（％） 

金額 

（千円） 

構成比 

（％） 

 ロイヤリティ収入 ― ― 515,667 66.8 1,090,369 76.9 

 サポート収入 ― ― 70,602 9.1 207,751 14.7 

 開発収入 ― ― 185,679 24.1 119,423 8.4 

 合計 ― ― 771,949 100.0 1,417,544 100.0 

（注）１.上記の金額には消費税等は含んでおりません。 

      ２.当社は、平成22年10月期第２四半期累計期間においては四半期財務諸表を作成しておりません 

   ので、平成22年10月期第２四半期累計期間の数値については記載しておりません。 
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（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の増減  

当社の当第２四半期会計期間末における総資産は、1,707,933千円（前事業年度末比153,126千円増）となりま

した。総資産の内訳は、流動資産が1,388,552千円（同23,588千円減）、固定資産が319,381千円（同176,715千

円増）であります。流動資産減少の主たる要因は、本社機能移転のための借入金の増加に伴う現預金の増加

96,784千円の一方で、売上債権が111,959千円減少したことによるものであり、固定資産増加の主たる要因は、

研究開発に必要な各種プログラム開発用ソフトウエア及び品質向上に必須となる製品評価ソフトウエアの購入に

伴うソフトウエアの増加12,958千円および本社機能移転に伴う内装工事費用等の有形固定資産の増加76,033千

円、敷金及び保証金の増加77,296千円によるものであります。 

負債合計は597,925千円（同69,500千円増）となりました。本社機能移転のための借入金の増加181,861千円、

法人税の支払に伴う未払法人税等の減少92,460千円によるものであります。 

純資産合計は1,110,007千円（同83,625千円増）となりました。その主たる要因は、利益剰余金の増加78,825

千円、新株予約権の行使による資本金及び資本剰余金の増加4,800千円によるものであります。 

  

 ②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ96,784

千円増加し997,670千円となりました。なお、当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は以下のとおりであります。 
  

   (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果獲得した資金は、60,102千円となりました。これは主に減価償却費15,947千円を計上し、かつ

売上債権が71,887千円減少した一方で、税引前四半期純損失15,994千円を計上し、かつ前受金が22,996千円減少

したことによるものであります。  
  

   (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は、97,963千円となりました。これは主として本社機能移転を行ったことに伴う

有形固定資産の取得による支出62,035千円と無形固定資産の取得による支出35,131千円によるものであります。 
  

   (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果支出した資金は、11,681千円となりました。これは株式公開費用2,410千円の支出及び借入金

の返済9,271千円によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

昨今、カメラ等の撮像素子が高性能・高画素化し、加えて安価になっていることから、様々なデジタル機器に

カメラ機能が搭載されるようになり、当社製品の利用用途は拡大しております。加えて、通信仕様が高速化したこ

とで様々な機器に通信機能が組み込まれ、ネットワークを活用した様々なサービスが提供され、新たな事業機会が

出現しております。当社では、携帯電話端末市場に特化した研究開発活動を行ってきましたが、当社技術の強みは

画像処理に関連する幅広い分野に応用可能な点であると考えており、ネットワークサービスへの技術及び製品の適

応を図ること、及び既存市場での経験やノウハウ等を活用できるデジタルカメラ市場や情報家電市場等への当社製

品の横展開を図ること等を中期的な戦略の柱として、更なる事業規模の拡大に向けて積極的に研究開発活動に取り

組んでおります。 

このような状況において当事業年度におきましては、引き続き国内を中心とした携帯電話端末市場への各種製

品の提供等により収益規模の拡大を図ることを前提としております。従いまして、スマートフォンのシェア拡大に

よる事業環境の変化は、業績見通しに直結することから、国内の携帯電話端末市場ではスマートフォンへの移行期

を勘案して慎重に出荷台数を推計しております。また、海外市場では既存顧客の過年度実績を元に計画し、新規事

業領域では個々の出荷動向を外部公表データ等から推計したうえで、それぞれのロイヤリティ収入を見込んでおり

ます。また、携帯電話端末市場では各社がAndroid OSを搭載したスマートフォンの市場投入を積極化させることに

伴い、端末機能の充実を図るために当社製品の搭載又は搭載検討に向けた開発サポート等の増加、更には他の市場

からの当社製品の搭載検討に向けた引き合い増加等を加味して開発及びサポート収入を見込んでおります。その結

果、平成23年10月期の業績予想としては、売上高1,730百万円を予想しております。 

また、費用面においては、事業規模の拡大に伴い開発体制等の強化を目的とした人員増加を計画しておりま

す。合せて平成23年２月に本社機能を移転させたことに伴う各種固定費の増加を見込んでおります。その結果、営

業利益は330百万円を、経常利益は315百万円を、当期純利益は209百万円を予想しております。 

なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。  
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（４）中長期的な会社の経営戦略 

当社では、今後も引き続き成長性を維持していくために、①国内市場では通信速度の高速化によるネットワー

クを活用した新たなサービスに対応した製品開発、②海外市場への積極的な展開によるシェア拡大、③カメラデバ

イスの小型化、高性能化、低コスト化の進行により収益獲得機会が顕在化しつつあるデジタルカメラ等の情報家電

分野への参入を重点施策に掲げて経営資源を投入し、以下のような戦略にて取り組んでおります。 

  

① 通信速度の高速化等によりネットワーク上では大容量の画像データ等がやり取りされ、また膨大に蓄積され

るようになっております。従いまして、ネットワーク・サービスに対応した製品開発としては、既存技術の

応用や新規技術の創出によりネットワーク・サーバー上においても当社製品（機能）が利用可能な技術及び

製品の開発を推進します。画像データ等を様々なモバイル機器等を介して、軽快な操作感を維持したまま閲

覧等できるようにすることはユーザーへの新たな付加価値の提供になるものと考えて取り組んでおります。 

  

② 海外の顧客ニーズを迅速に把握すること及び技術的なサポートを充実することによりタイムロスを極小化す

るために、海外拠点の設置や現地要員の確保等のインフラ及び体制の整備に向けた検討のほか、業務委託先

との連携を強化し、積極的に取り組んでおります。また国内の携帯電話端末市場が成熟化しつつある環境下

において、国内の携帯電話端末機器メーカ等の海外進出も積極化していることから、国内での実績を踏ま

え、国内携帯電話端末機器メーカの海外進出をバックアップしていくための取組みにも注力しております。 

  

③ カメラデバイスは小型化、高性能化、低コスト化が実現されてきており、通信速度の高速化とクラウド化の

進展も相まって、通信機能とカメラ機能を備えた各種デバイスやシステムが出現してくるものと想定してい

ます。これらは当社にとっての新たな事業機会との認識のもと、中長期的な成長戦略の基軸とするために積

極的な研究開発等に取り組んでおります。 
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２．その他の情報 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

簡便な会計処理   

①  固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合には、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっており、前年度末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい

変化が認められる場合には、前年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに著しい変化

の影響を加味したものを利用する方法によっております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

なお、これによる四半期財務諸表に与える影響は軽微であります。   

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  
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３．四半期財務諸表 

（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

        当第２四半期会計期間末 

(平成23年４月30日) 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

(平成22年10月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 997,670 900,885 
    売掛金 243,547 355,506 
    仕掛品 1,413 32,350 
    前払費用 13,083 11,069 
    繰延税金資産 104,370 104,370 
    その他 28,468 7,958 
    流動資産合計 1,388,552 1,412,140 
  固定資産     

    有形固定資産     

      建物（純額） 66,133 5,656 
      工具、器具及び備品（純額） 34,207 18,651 
      有形固定資産合計 100,341 24,308 
    無形固定資産     

      ソフトウエア 113,550 100,592 
      その他 11,610 1,330 
      無形固定資産合計 125,161 101,922 
    投資その他の資産     

      敷金及び保証金 93,732 16,435 
      その他 146 － 
      投資その他の資産合計 93,878 16,435 
    固定資産合計 319,381 142,665 
  資産合計 1,707,933 1,554,806 
            

  



㈱モルフォ（3653）平成 23 年 10 月期第２四半期決算短信（非連結） 

－ 7 － 

（単位：千円）

      当第２四半期会計期間末 

(平成23年４月30日) 

前事業年度末に係る 

要約貸借対照表 

(平成22年10月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 21,237 33,419 
    1年内返済予定の長期借入金 46,364 6,950 
    未払金 47,596 30,946 
    未払法人税等 4,495 96,955 
    未払消費税等 3,576 22,707 
    未払費用 16,787 12,826 
    前受金 269,682 295,289 
    預り金 11,977 9,942 
    本社移転費用引当金 － 13,387 
    流動負債合計 421,717 522,425 
  固定負債     

    長期借入金 148,447 6,000 
    資産除去債務 20,208 － 
    繰延税金負債 7,553 － 
    固定負債合計 176,208 6,000 
  負債合計 597,925 528,425 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 490,905 488,505 
    資本剰余金 439,575 437,175 
    利益剰余金 179,527 100,701 
    株主資本合計 1,110,007 1,026,381 
  純資産合計 1,110,007 1,026,381 

負債純資産合計 1,707,933 1,554,806 
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（２）四半期損益計算書 

（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

    
当第２四半期累計期間 

(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年４月30日) 

売上高 771,949 

売上原価 176,471 

売上総利益 595,477 

販売費及び一般管理費 503,224 

営業利益 92,253 

営業外収益   

  受取利息 105 
  為替差益 655 
  その他 1 
  営業外収益合計 763 

営業外費用   

  支払利息 1,137 
  株式公開費用 2,410 
  営業外費用合計 3,547 

経常利益 89,468 

特別損失   

  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 706 
  特別損失合計 706 

税引前四半期純利益 88,762 

法人税、住民税及び事業税 2,383 

法人税等調整額 7,553 

法人税等合計 9,937 

四半期純利益 78,825 
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

    
当第２四半期会計期間 

(自 平成23年２月１日 

 至 平成23年４月30日) 

売上高 347,806 

売上原価 93,218 

売上総利益 254,587 

販売費及び一般管理費 265,958 

営業損失（△） △11,371 

営業外収益   

  受取利息 105 
  営業外収益合計 105 

営業外費用   

  支払利息 563 
  株式公開費用 2,410 
  為替差損 1,755 
  営業外費用合計 4,729 

経常損失（△） △15,994 

税引前四半期純損失（△） △15,994 

法人税、住民税及び事業税 △14,163 

法人税等調整額 7,553 

法人税等合計 △6,609 

四半期純損失（△） △9,384 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

    
当第２四半期累計期間 

(自 平成22年11月１日 

 至 平成23年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

  税引前四半期純利益 88,762 
  減価償却費 26,649 
  資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 706 
  受取利息 △105 
  支払利息 1,137 
  株式公開費用 2,410 
  為替差損益（△は益） △1,062 
  売上債権の増減額（△は増加） 111,959 
  たな卸資産の増減額（△は増加） 30,937 
  仕入債務の増減額（△は減少） △12,181 
  未払金の増減額（△は減少） 17,744 
  前受金の増減額（△は減少） △25,607 
  未払消費税等の増減額（△は減少） △19,131 
  その他 △18,271 
  小計 203,948 
  利息の受取額 105 
  利息の支払額 △1,204 
  法人税等の支払額 △93,079 
  営業活動によるキャッシュ・フロー 109,770 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

  有形固定資産の取得による支出 △67,588 
  有形固定資産の除却による支出 △13,387 
  無形固定資産の取得による支出 △40,017 
  敷金及び保証金の差入による支出 △91,580 
  敷金及び保証金の回収による収入 14,284 
  その他 △10 
  投資活動によるキャッシュ・フロー △198,299 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

  長期借入れによる収入 200,000 
  長期借入金の返済による支出 △18,139 
  株式の発行による収入 4,800 
  株式公開費用の支出 △2,410 
  財務活動によるキャッシュ・フロー 184,251 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,062 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 96,784 

現金及び現金同等物の期首残高 900,885 

現金及び現金同等物の四半期末残高 997,670 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。  

  

（５）セグメント情報 

    当社は、ソフトウェア・ライセンス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。  

  

   （追加情報） 

    第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月 

     27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３ 

   月21日）を適用しております。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 

  




